
長
崎
市
議
会

・
令
和
２
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
２‐
日
（

３
月
１３
日
（金
）ま
で
の
２２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度

一般
会
計
当
初
予
算
案
で
は
、
「出
鳥
メ
ッ
セ

（
∞
億
１
，
６
８
０
万
円
）、
新
庁
舎
建
設
工
事
責
（
“
億
３
，

万
円
、
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
資
（４
億
６
，

新
大
工
町
地
区
再
開
発
費
（
２０
億
７
，
９
７
０
万
円
）、

イ
ル
ス
対
策
費
の
予
備
費
（１
億
円
）な
ど
総
額
２
，
２
５

０
０
万
円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

条
例
改
正
案
は
７２
議
案
を
原
案
通
り
可
決

・
同
意
さ
れ

ま
た
、
梅
原
和
喜
副
議
長
（市
民
ク
ラ
ブ

選
挙
の
結
果
、
向
山
宗
子
議
員
（
公
明
党
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

出■|‐|や さしい経iづくリノ元気な長崎 ノ■Ⅲ4■|
長崎市議会議員
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る

こ
と
を
目
的

に
、

一体
的
子

地
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Ｉ
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「

０
長
崎
ベ
ン
ギ
ヽ

事
業
費
（長
崎
ベ
ン
ギ
ン

施
設
整
備
）

‥
２
，

め
、
正
面
広
場
に
東
屋
を

之
０
。東
屋
設
置
工
事
６
凍

０
平
和
祈
念
式
典
行
事
費

原
爆
犠
牲
者
慰
霊

典
を
８
月
９
日
に
挙
´

牲
著
を
慰
霊
す
る
と
と
も

Ｌ
平
和
へ
の
誓
い
」
代
表
者
の
選
定

国
際
連
合
事
務
総
長
、
各
国
大
使

等
の
招
請

｛
７５
周
年
事
業
】生
花
パ
ネ
ル
（前

面
飾
付
）
２
ア
ザ
イ
ン
変
更

＾
７５
周
年
事
業
】
姉
妹
都
市
高
校

生
の
招
待

◆
平
和
〓
フ
ソ
ン
実
行
委
員
会
負
担

金
‥
１
億
１
，
０
１
５
万
１
千
円

被
爆
７５
周
年
（
２
０
２
０
年
）
に

平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ル
〓
フ
ソ
ン

大
会
を
実
施
す
る
た
め
、
開
催
年
と

な
る
令
和
２
年
度
は
、
大
会
会
場
設

営
や
大
会
運
営

競
技
運
営
及
び
ラ

ン
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
大
会
を
開

催
す
る
た
め
の
業
務
を
進
め
る
。

０
有
害
鳥
獣
対
策
費

‥
８
，
７
４
３
万
７
千
円

専
門
業
者
へ
の
有
害
鳥
獣
対
策

相
談
等
委
託
、有
害
島
獣
に
よ
る
農

業
及
び
生
活
環
境
へ
の
被
害
防
止
対

策
と
し
て
、
鳥
獣
の
捕
獲
対
策
等
を

実
施
す
る
長
崎
市
有
害
鳥
獣
対
策

協
議
会
の
運
営
に
関
す
る
経
費
を

負
担
す
る
。

ま
た
、
生
活
環
境
板
害
対
策
の
た

め
の
、
被
害
状
況
の
整
理
や
課
題
の

抽
出
、
対
策
の
検
討
寺
に
取
り
組

す
。

応
が
確
認
さ
れ
、
国
内
で
は
小
中
高
校
の
体
校 和

３
年
度

（事
業
内
容
）道
路
照
明
灯
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
３
，
２
８
６
灯
、
老
朽
化
柱

建
替
１
８
３
本

（令
和
２
年
度
）道
路
照
明
灯
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
１
，
２
９
０
灯
、
老
朽
化

柱
建
替
“
本

◆
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
資

防
災
行
政
策
線
デ
ジ
タ
ル
化

‥
４
億
６
，
０
８
０
万
円

同
報
系
防
災
行
政
無
線
を
ア
ナ
ロ

グ
方
式
が
，
ア
ジ
タ
ル
方
式
へ
更
新

整
備
を
行
２

（事
業
期
間
）平
成
”
年
度
～
令

和
２
年
度

（令
和
２
年
度
）
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の

防
災
行
政
無
線
設
備
の
撤
去
、
戸

別
受
信
機
の
無
償
貸
与
及
び
有

僚
譲
渡

０
消
防
車
両
等
整
備
事
業
貴

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
整
備
ほ
か

，
１
億
３
，
２
９
０
万
円

消
防
力
の
維
持
を
図
る
た
め
、
現

在
配
置
し
て
い
る
老
朽
化
し
た
消
防

車
両
及
び
機
器
を
代
替
更
新
す
る
。

更
新
車
両

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
高
規
格
救

急
車
、
小
型
動
カ
ボ
ン
プ
付
積
載

車
な
ど

０
生
活
道
路
環
境
改
善
費

‥
６
億
１
，
４
６
０
万
５
千
円

市
民
生
活
に
密
着
し
た
市
道
及

び
公
共
性
２
局
い
里
道
等
に
つ
い
て
、

安
全
で
快
適
な
生
活
道
路
の
維
持

の
た
め
に
補
修
や
改
善
を
行
・λ

Ｏ
高
齢
者
交
通
費
助
成
贅

‥
４
億
７
，
０
０
１
方
２
千
円

高
齢
者
が
交
通
機
関
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、社
会
参
加
の
機
会

を
増
や
し
、
も
っ
と
高
齢
者
の
生
き
が

い
を
高
め
る
と
と
も
に
、
介
護
予
防

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
交

付
年
度
中
に
満
Ю
歳
以
上
の
誕
生
日

を
迎
え
る
者
に
対
し
、
５
，
０
０
０
円

程
度
の
交
通
利
用
券
を
交
付
す
る
。

【拡
大
分
】
６
，
２
９
６
万
９
千
円

バ
ス
、
電
車
内
で
の
運
賃
支
払
時

の
安
全
性
や
利
便
性
向
上
た
め
、
市

内
交
通
事
業
者
が
導
入
す
る
新
し

い
ｌ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用
い
た
交
通
費
助

成
を
令
和
３
年
４
月
か
ら
実
施
す

る
た
め
、
助
成
用
シ
る
ア
ム
の
導
入

や
、
新
し
い
交
通
費
助
成
制
度
の
周

知
説
明
会
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
番
号
の
登

録
受
付
な
ど
を
行
・２

０
子
ど
も
医
療
対
策
費

‥
１０
億
８
，
１
４
８
万
６
千
円

子
と
も
の
医
療
費
の
一部
を
助
成

し
、
子
と
も
の
健
康
凛
持
一と
子
育
て
家

庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
亀

（助
成
対
象
）
人
院

通
院
と
も
に

中
学
生
ま
で

（自
己
負
担
額
）
１
医
療
機
関
に
つ

き
１
日
８
０
０
円
、
１
月
１
，
６

０
０
円
を
上
限

¨
鰺

¨

鋼轟
「型謝
轟

０
離
島

備
）
‥
‥
４
億
７
．

¨

ウ
０

●

＝

”

増
加
傾
向
に
あ
る
来

の
体

憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
ま
た
、

民
へ
憩
い
の
空
間
を

る

た

置

す

貴
（野
母
崎

田
の
子
地

ば
の
■
も
満
Ⅲ

さ
ま
に
お
か
れ

上
げ
ま
ｔ

皆
さ
ま
も
ご
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多くの皆さんか傍聴する中 一般質問を行いました(3月 2日 )

国

・
国
内
各
地

卒
業
式
の
縮
小
、

止
が
相
次
い
で
い

て
い
ま
す
が
、
日
」

え
な
い
敵
で
未
知
の
感
染
症
へ
の
対
応
を
行
い
、
一
日

で
も
早

ば
か
り
で
、
長
崎
市
も
長
崎
県
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
予
防
策
に

ん
で
い
ま
ｔ

再

整

め
、
野

族

館
念

式
世
界

０
道
路
照
明
灯
整
備
事
業
貴

Ｌ
Ｅ
Ｄ
道
路
照
明
灯

‥
２
億
４
，
１
７
０
万
円

省
■
ネ
ル
ギ
ー
化
の
促
進
と
維
持

管
理
費
の
削
減
を
図
る
た
り
、
既
存

道
路
照
明
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
道
路
照
明

灯
に
転
換
す
る
。

（事
業
期
間
）令
和
元
年
度
ヽ
今

咲
き
そ
ろ
い
、
爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆

て
は
益
々
ご
健
勝
に
て
、
ご
活
躍
の
事
と
お
喜
ぴ
申
し

の
よ
う
に
、
「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
は
世
界
各

す
、
経
済
で
も
影
響
が
大
き
く
救
済
策
が
取
り
組
ま
れ

会
中
止
な
ど
各
種
行
事
が
延
期
　
中

ム
=

一般
質
問
の
質
疑
で
一時
中
断
し
ま
し
た

３
月
２
日
に
５
項
目
に
つ
い
て
一般
質
問
を
行
い
ま
し
た
（主

な
質
疑
内
容
は
２
・
３
ペ
ー
ン
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
そ
の
項
目

の
「も
み
じ
谷
葬
祭
場
」
の
質
疑
で
担
当
部
長
と
意
見
が
か
み
合

わ
ず
に
、
私
は
議
長
に
担
当
部
長
の
答
弁
整
理
を
要
望
し
、

約
一時
間
に
渡
り
質
疑
が
止
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
私
が
平
成
２
年
６
月
議
会
の
一般
質
問
（も

み
じ
谷
葬
祭
場
の
あ
り
方
）
で
当
時
の
担
当
部
長
は
平
成
２７
年

３
月
ま
で
に
「建
て
替
え
計
画
を
策
定
」す
る
と
答
弁
し
て
い
ま

し
た
。
今
回
な
ぜ

・
策
定
さ
れ
て
い
な
い
の
か
と
質
問
す
る
と
、
担

当
部
長
か
ら
の
答
弁
は
特
定
時
間
帯
の
火
葬
集
中
の
混
雑
解

消
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
建
て
替
え
計
画
の
策
定
は
部

内
で
し
か
検
討^
し
て
い
な
い
と
の
答
季

で́
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
担
当
部
長
は
私
の
本
会
議
の
質
問
に
対
し
て
市
民
生

活
部
内

・
庁
内
関
係
各
課

・
庁
外
有
識
者
に
よ
る
協
議
　
市

議
会
か
ら
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
る
と
の
答
弁
が
あ
り
な
が

ら
、
市
民
生
活
部
内
で
し
か
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
事
は
大
き

な
問
題
で
、
本
会
議
場
は
議
会
と
行
政
が
真
剣
に
議
論
す
る

神
聖
な
場
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
議
場
で
の
発
言
の
責
任
は
重
た

い
事
を
市
長

・
理
事
者
の
皆
さ
ん
に
再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い

と
私
は
、
建
て
替
え
計
画
を
策
定
さ
れ
て
い
な
じ

」と
に
対
し

て
到
底
理
解
で
き
な
い
と
し
て
市
長

・
担
当
部
長
へ
答
弁
整
理

を
求
め
ま
し
た
。

議
会
再
開
後
、
担
当
部
長
よ
り
「庁
内
に
検
討
チ
ー
ム
」
を
つ

く
り
、
「基
本
構
想
を
令
和
２
年
度
中
に
着
手
」
し
、
「令
和
３
年

度
中
に
策
定
」す
る
と
の
答
弁
と
市
長
よ
り
決
意
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

議
会

，
議
員
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
と
共
に
、
行
政
に

対
し
て
提
言
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
の
為
に
も
議

員
自
身
が
自
己
研
費
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
私
も
行

政
課
題

・
市
民
の
声
を
市
政
反
映
し
て
行
き
ま
す
の
で
、
ご
指

導
の
は
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ｔ

唇

事

蒙

員

五

輪

清

隆
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こ目2甲1 彎暖襲胤為彿う′
が
被
害
を
受
け
た
ヨ
に
よ
り
復
旧
エ

事
が
行
わ
れ
、
２
月
２‐
日
に
上
陸
見

学
か
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
５

か
月
間
も
要
し
た
理
由
と
今
後
の
台

風
対
応
策
に
つ
い
て

∩
日
＝
）
施
設
復
旧
に
５
ヶ
月
間

も
要
し
た
理
由
は
、
ド
ル
フ
イ
ン
桟

橋
か
ら
第
３
見
学
広
場
ま
で
ほ
ぼ
施

設
全
体
に
及
び
ま
し
た
。

今
後

の
対
応
策
は
、
台
風
の
接

近
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
、
連
絡

橋
の
手
摺
り
や
見
学
通
路
の
転
落

防
止
柵
を
事
前
に
撤
去
し
台
風
通

過
後
に
再
設
置
し
ま
す
。
又
、
台
風

の
高
波
に
よ
り
端
島
島
内
の
瓦
礫
が

見
学
通
路
や
広
場
に
飛
散
し
た
こ
と

か
ら
、
瓦
礫
を
防
護
ネ
ッ
ト
で
飛
散

防
止
策
を
行
い
十
ｔ^

長崎市tみし谷葬斎場の建て替え計画

について

自治会要望への対応について

4

5

1 人口減少対策について
2 教育行政について
3 端島(軍艦島)の上陸見学につしヽて

● ■ IF
I「 ¬fI●| ''||,|■ |||]t■ |

て
い
る

（
同
国
）

大
学
生
は
、
「Ｎ

Ｃ

Ａ

Ｓ

Ａ

Ｋ
Ｉ

し
ご

と

み
ら

い

や
「新

１
　
人

し
、
授
業
な
ど
を
活
用
し

企
業
の
交
流
会

ル
ー
プ

ワ
ー
ク

と
に
し
て
い
ま
ｔ

高
校
生
は
、
企
業
と
高

路
指
導
担
当
者
の

る
た
め
の
情
報
交
換
会
や

析
し
て
、
人

口
減
少
対
策
に
総
合

戦
略
の
基
礎
と
な
る
調
査
結
果
に
つ

い
て
（
日
国
）

平
成
％
年
１
月
か
ら
令

和
元
年
５
月
ま
で
の
間
に
長
崎
市
か

ら
輸
出
、
長
崎
市
に
転
入
し
た
世

帯
の
構
成
員
で
、
１８
歳
か
ら
４９
歳
で

あ
っ
た
方
を
対
象
に
、
郵
送
で
の
配

布
　
回
収
方
法
で
合
計
３
２
，
０
０

０
人
へ
配
布
し
６
，
１
８
８
人
か
ら

回
答
が
あ
り
、
回
収
率
は
１９
　
３
％

で
し
た
。

現
在
、
中
間
分
析
中
で
す
が
移

動
理
由
は
、
転
人
　
転
出
と
も
「転

勤
の
た
め
」
が
最
も
多
く
一結
婚
な

ど
Ｌ
就
職
の
た
め
」
の
順
と
な
っ
て
い

ま
ｔ今
後
、
転
出
理
由
と
な
っ
て
い
る

仕
事
や
居
住
面
で
の
対
策
を
講
し
て

い
き
ま
す
一
本
年
４
月
か
ら
の
第
２

期
ま
ち
　
ひ
と
　
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
に
よ
り
効
果
的
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
■

２
　
教
育
行
政
に
つ
い
て

０
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
る
学
校
の

プ
ー
ル
整
備

②
学
期
使
用
嘱
託
員
の
健
康
保
険

等
の
加
入
見
直
し

ぬ
目
ｍ
）
長
崎
南
年
金
事
務
所
の

社
会
保
険
総
合
調
査
で
「小
　
中
学

校
で
学
期
毎
に
任
用
し
て
い
る
嘱
託

員
は
、
休
業
期
間
中
に
お
い
て
も
事

実
上
の
使
用
関
係
が
中
断
す
る
こ
と

な
く
存
続
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
健
康
保
険
お
よ
び
厚
生

年
金
保
険
に
つ
い
て
休
業
期
間
中
も

被
保
険
者
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
な

く
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
」
と
の
指

摘
を
受
け
、
嘱
託
員
に
２
年
間
分
の

保
険
料
支
払
い
要
請
が
あ
っ
て
い
る

が
対
応
に
つ
い
て

∩
日
＝
）
嘱
証
員
の
皆
様
に
　
保

険
加
入
の
見
直
し
と
今
後
の
必
要

な
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
関
係
す
る
健
康
保

険
組
合
に
も
状
況
の
説
明
と
保
険

綸
付
に
開
し
て
嘱
託
員
本
人
の
負
コ

を
出
来
る
限
り
軽
減
し
て
い
た
だ
く

よ
う
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
ま
ｔ

今
回
の
指
摘
に
対
し
て
は
、
長
崎

市
と
し
て
不
服
を
甲
し
立
て
る
必
要

が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
２
年
間
迎

及
す
る
こ
と
を
取
り
消
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
客
沓
請
求
を
行
い

ま
し
た
。

３
　
端
島
（
軍
艦

島
）
の
上
陸

見
学
に
つ
い
て

色
目
冊
）
軍
艦
島
は
昨
年
９
月
２２

日
の
台
風
１７
号
の
影
響
に
よ
り
施
設

●
生
活
迫
路
　
河
川
　
公
国
等

ハ
ロ
ｍ
）

毎
年
２
月
末
に
長
崎
市

よ
り
各
自
治
会
に
生
活
道
路
　
河

川

・
公
国
等
の
要
望
書
が
郵
送
さ

れ
、
自
治
会
は
要
望
箇
所
の
写
真

現
地
地
図
と
要
望
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
が
、
年

間
の
要
望

件
数
　
実

施
件
数
お
よ
ひ
自
治
会
と
の
連
携
に

つ
い
て

０

長
崎
市
に

具
体
策

ハ
ロ
ｍ
）
長
崎
市
内
の

学
卒
業
者
の
男

子
は
長
崎

業
へ
の
就
職
率
が
年
々
下
が

か
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て

卒
者
合
同
企
業
面
談
会
」
な

を
Ｈ

催
し
て
い
る
ほ
か
、
令
和

は
新
た
に
市
内
の
各
大

業
会
と
連
携
し
、

バ
ス
ツ

県
立

ア
ー
を
開
催
し
て
い

年
度
の
生

徒
に
対
し
て
も
新
た
¨

と

に
な

り

ま
し
た
。

②
県
外

ン
ケ
|

卜
調
査
結
果

長
崎
工
業
高
校
に
加
え
、

か
ら
は
、
現
浦
高
校
機
械

（
日
目
ψ
人
口
の
社
会

成
％
年
以
降
の
県
外

者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

出
超
過
が
拡
大
し
て
い
る

４
　
長
崎
市
も
み
じ

以
来
、
４‐
年

い
る
が
　
建
て
誉
え
計
画

年

・
平
成
”
年

・
令
和

葬
件
数
に
つ
い
て

６
日
Ⅲ
）
将
来
的
な
火

を
想
定
し
、
施
設
規
模

機
能
、
建
て
替
え
場
所
、

時
期
等
を
含
め
総
合
的

建
て
替
え
ら
れ
る
３
小
学
校
は
令

和
２
年
度
か
ら
３
年
度
に
か
け
て
基

本
実
施
設
計
を
行
う
予
定
で
、
来

年
度
の
早
い
時
期
に
判
断
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
ｔ

出
が
継
続
し
て
い
る
こ
と

ぬ
目
ｍ
）
も
み
じ
谷
葬

昭
和

”
年

つ
月
に
全

育ξモ

中
長
期
的
な
計
画

令
和
元
年
は
５
，
８
７

火
葬
件
数
は
平
成
１０
年
は

３
件
。平
成
”
年
は
５
，
０
一

し
て
い
ま
す
が
火
葬
時
間

の
導
入
に
よ
り
、
円
滑
に

が
行
わ
れ
て
い
ま
ｔ

:そ大企

連

携
た

グ

る

こ

の
進
を
図
崎

工
の

火
要
等
要
な

て
替
え

一■
６
４

ヽ
で

動 平 転整備された見テ通路

え
ら
れ
る
西
浦
上
小
学
校
　
西
町

小
学
校
　
小
島
小
学
校
へ
の
プ
ー
ル

整
備
の
可
否
の
判
断
時
期
に
つ
い
て

の
日
悧
）
公
共
施
設
や
民
間
施
設

が
水
泳
の
授
業
に
活
用
で
き
な
い

か
、
市
内
の
民
間
８
施
設
、
公
共

３
施
設
に
受
け
入
れ
の
可
能
性
、

費
用
、
課
題
な
ど
の
調
査
を
行
い
、

施
設
側
は
受
け
入
れ
が
可
能
と
ロ

答
が
あ
る
一方
、
団
体
の
利
用
で
空

き
が
な
い
状
況
で
受
け
入
れ
が
不
可

能
と
の
施
設
も
あ
り
ま
す
¨

ｎ
目
目
〕
長
崎
市
内
の
小
学
校
の

数
校
か
老
朽
化
に
伴
い
　
全
面
建
て

替
え
か
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全

国
的
に
ブ
ー
ル
を
設
置
せ
ず
に
民
間

施
設
を
利
用
す
る
動
き
が
あ
る
中

で
、
民
間
施
設
に
可
能
性
調
査
を

行
っ
て
い
る
か
調
査
結
果
　
建
て
書

自
□
日
Ｕ

私
は
、
平
成
２４
年
６
月

議
会
で
「も
み
じ
谷
葬
祭
場
の
在
り

方
」
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
当
時
の

部
長
よ
り
平
成
お
年
度
中
に
建
て

替
え
計
画
を
策
定
す
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
が
、
何
故
　
策
定
さ
れ
て
い

な
い
の
が
。

合
園
園
）
特
定
時
間
帯
の
火
非
集

中
に
よ
る
施
設
内
の
混
雑
解
消
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
解
決
を
図

る
た
め
、
火
非
場
予
約
制
を
導
入

す
る
こ
と
を
最
優
先
に
取
り
組
み
、

予
約
制
導
入
後
、
建
て
替
え
計
画

の
素
案
に
つ
い
て
、
市
民
生
活
部
で

検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
全
庁
的

な
決
定
に
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
、
庁
内
に
検
討
チ
ー
ム
を

つ
く
り
、
規
模

機
能

建
設
時
期

候
補
地
な
ど
に
つ
い
て
、
基
本
構
想

を
令
和
２
年
度
中
に
着
手
し
令
和

３
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
一

５
　
自
治
会
要
望

へ
の
対
応
に

つ
い
て

１１１
街
路
灯
の
新
設

＾
目
ｍ
）
自
治
会
よ
り
街
路
灯
の

新
設
を
要
望
し
て
も
年
度
内
に
設
置

さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
多
く
あ
る
か

対
応
状
況
に
つ
い
て

（
日
国
）

平
成

３‐
年

３
月
末
現

在
、
約
３
６
，
６
０
０
灯
の
街
路
灯

が
市
内
に
存
在
す
る
が
、
要
望
件
数

は
平
成
郷
年
度
４
０
０
灯
、
平
成

３。
年
度
５
５
０
灯
と
増
加
し
て
い
ま

す
平
成
∞
年
度
の
設
置
率
は
５２
％

と
な
っ
て
い
ま
す
¨

‘
田
翻
Ｗ

設
置
で
き
な
い
要
因
は
、

要
望
件
数
の
増
加
傾
向
に
対
し
て
予

算
不
足
で
は
な
い
の
が

合
同
闇
開
）
現
状
は
、
前
年
度
対
応

で
き
な
か
っ
た
分
を
含
め
て
今
年
度

実
施
し
、
今
年
度
実
施
で
き
な
か
っ

た
箇
所
は
次
年
度
に
持
ち
越
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
た
め
、
未
設
置
分
も

含
の
自
治
会
か
ら
の
要
望
に
対
応
す

る
た
め
、
必
要
な
予
算
を
今
議
会

に
計
上
し
ま
ｔ

命
日
Ⅲ
）
毎
年
、
金
自
治
会

へ
要

望
書
の
提
出
依
頼
を
行
い
、
自
治
会

内
で
要
望
を
取
り
ま
と
め
て
今
年
度

は
６
月
末
ま
で
を
期
限
と
し
て
提
出

し
て
い
た
だ
き
、
要
望
箇
所
の
調
査

や
自
治
会
長
へ
の
間
き
取
り
を
行
ヽ

予
算
の
範
囲
内
で
優
先
度
を
付
け

な
が
ら
、
要
望
が
実
施
で
き
る
も
の

を
実
施
予
定
、
で
き
な
い
も
の
を
今

回
見
送
り
、
他
部
局
が
担
当
の
場

合
は
他
所
依
頼
な
ど
と
、
そ
の
理

由
を
記
載
し
た
回
答
書
を
８
月
末

に
自
治
会
長
へ
送
付
し
て
い
ま
ｔ

平
成
２８
年
度
は
要
望
件
数
２
，
２

１
８
件
に
対
し
、
実
施
件
数
が
１

１
１
８
件
で
実
施
率
は
”
　
４
％

で
し
た
が
、
平
成
３０
年
度
は
予
算
を

約
８
ｄ

０
０
万
円
拡
充
し
た
結
果
、

要
望
件
数
が
２
．３
１
８
件
に
対
し
、

実
施
件
数
が
１
，
４
８
０
件
で
実
施

率
が
６３
・
８
％
と
改
善
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
自
治
会
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
生
活
道
路
な
ど
の
環
境
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
ｔ

建設されて築41年 になる「tみ じ谷葬祭場 J

令和 8年度までに建て替えられる1西浦上小学校 JLED街 路灯

・　

一一
一一


